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1．はじめに

　二つの自然数α，わ（δ牛0）に対して

　　　　　α二勿十7，0≦7＜わ

をみたす自然数g，7が存在する（ユークリッドの除法）。

　つまり，αをわで割ると，商g，余り7を得る。

　このことから

　　（1）nα，励　（％は自然数）について

　　　　　襯＝励×9十解，0≦解く励
　　　すなわち，nαを励で割ると，αをゐで割るときに比べて，商はσで変らず，余

　　　　りカ§％倍になること。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α　わ　　（2）彫がα，わの公約数であるとき，自然数一，一忙対して
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彫　　窺
　　　　　　α　　6　　　7　7　　　　　　　　7　δ
　　　　　一＝一×g＋一，一は自然数で，0≦一＜一
　　　　　窺　　郷　　　　　郷　　窺　　　　　　　　　　　　窺　　窺

　　　　　　　　　α　　わ　　　　したがって，一を一で割ると，αをわで割るときに比べて，商はgで変らない
　　　　　　　　　彫　　　〃z

　　　が，余りは二で小さくなること。ただし，彫≠1
　　　　　　　　吻
　　（3）α一励一6（のη〉＋7，0≦7〈わ

　　　　α＋幼＝わ（σ＋％）＋7，0≦7＜わ

　　　　したがって，α一nδ（また，α＋幼）をδで割って得られる余りは，召をδで割っ

　　　て得られる余りと変らないこと。
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などの学習内容は，具体的数値における事例研究としては小学校で，簡単な理由を加えな

がらの研究であるなら中学校において，「整除性」の特性の理解を深めるために十分に導入

されうるものであり，また大事な学習材でもある。この学習系列の中に，引き続き特別な

場合として，約数一一倍数の概念が存在しているから，「2による整除性」，「3による整除

性」等々が取り扱われるなら，自然数のもつ特性がなお一層深められ，有機的なつながり

をもっての興味も増す。2による整除性，3による整除性等々における倍数の判定法の原

理の学習や認識に，より初等的取り扱いであって，しかも首尾一貫したものが学習者に読

みとれるなら，なお一層，教材としてふさわしいといえよう。

II．わが国における倍数の判定法の取り扱い

　わが国ではすでに，寺尾寿：中等教育算術教科書（明治21年）において，『剰余ノ理論』

の中で，2，5，4，25，9，3，11の各数について，この順に，これらの数の倍数ぞあ

るか否かを知る方法が述べられている〔1〕。

　その数学的原理として，剰余が等しい　　α一勿＋7とα一励一6（g一η〉＋7　　が用

いられている。

　さらにその後の進んだ著書，寺尾寿・藤野了祐：理論応用算術講義（大正6年）におい

ても，同じ数学的原理を用いて，2，5，4，25，8，125，9，3，11の各数について，

これらの数の倍数であるか否かを判定する方法が示されている〔2〕。

　一方，日本の算数・数学教育に直接的に大きな影響を及ぽし方向づけをした藤沢利喜太

郎は，その著，算術教科書上（明治29年）において，『ニツノ数ノ公約数ハ亦此レ等ノ数

ノ和及差ノ公約数ナリ』によって，2，4，8，5，9，3，6，11なる約数について，

この順に，割り切れる場合を説明している〔3〕。

　現在のわが国の中学校第1学年の教科書においては，この藤沢流の視点に立って，約数

を倍数の立場に置き換えたところの『整数αの倍数どおしの和は，αの倍数である』を用

いることにより，しかし多くの教科書ではその原理を明示することもなく，しかも整除性

の特性を深めるという一貫した思想においてではなく，系統的にでもなく，単にクイズ的

に“倍数早見法”という立場で教科書の本文からは切り離されて取り扱われている〔4〕。

クイズ的であっても，教科書に掲載されているのは6社中4社である。教科書ではなく教

師用指導書の中で触れているものもある。

　通常認められる簡単な数の倍数の判定法は，次のものであろう。要点を掲げれば

　　・2の倍数：一の位の数が2の倍数

　　・3の倍数：各位の数の和が3の倍数

　　・4の倍数：最後の2けたが4の倍数

　　・5の倍数：一の位の数が5の倍数

　　・6の倍数：各位の数の和が3の倍数であって，一の位の数が2の倍数

　　・8の倍数：最後の3けたが8の倍数

　　・9の倍数：各位の数の和が9の倍数

　　・11の倍数：一の位からはじめて一つおきの各位の数の和と，十の位からはじめて一

　　　　　　　つおきの各位の数の和との差が11の倍数

　　・また，一の位から3けた毎に区切り，下位から奇数番目の区切りの数の和と，下位
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　　　から偶数番目の区切りの数の和との差が，11，13の倍数であるなら，その数はそれ

　　　ぞれ11，13の倍数である，という判定法もおなじみである。

　　・さらに，7の倍数の判定に，上の方法が用いられるのはよく知られているところで

　　　ある。

　なお，7の倍数の別な判定法については，中学校第1学年教科書1社のみにおいて，そ

れもアルゴリズムだけが例示されているにすぎないが，それは次のものである。この判定

法は，たとえば，フランスの教科書，CollectionDurrande　Math6matiques5e（1982）〔5〕

にもみられるなど，実用的であるがゆえに，しばしば目にする方法である。

　念のために，たとえば自然数α配吻について述べると

　　　ノV＝の046＝104α＋1036＋1020＋104＋6

　　　　－10｛103α＋102δ＋100＋4－26｝＋216

　　　上式で，21θは7の倍数である。

　　　したがって，ノV1＝（103α＋102わ＋10c＋4〉一馳が7の倍数であれば，Nは7の倍数で

　　　ある。

という原理に基づく方法である。

　　　すなわち，Nを一の位とその他に区切り，1けた小
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　αわ04i6　⇒　　α66ゴ
　　さい数ノVIに置き換えて判定する方法である。Mにつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　26
　　いて判定するのがむずかしければ，温に同じ操作を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノV1
　　行ってさらに1けた小さい数にし，以下この操作をく

　　り返して，視察によって判定できるところまで進める。

　　　N1が位取り記数でノV1＝1034＋102δ’＋100〆＋4〆であれば

　　　亙1－10｛1024＋10わ’＋o！一24ノ｝＋214’

　　　したがって，M＝（1024＋10δ’＋o’〉一2ゴ〆が7の倍数であれば，Mは7の倍数であ

　　　り，ゆえにノVは7の倍数である。

　　　以下，同じ操作をくり返しても理由が成り立つことは明らかである。

　以上のよく知られているこれらの倍数判定法は，結果として，一位に着目したり，ある

いは各位を表す数の和を求めてみたり，最後の2けたに着目したり，……と認識面におい

て一貫性に読みとり難いところがある。

皿．除法における余りの特性

　二つの自然数α，わ（わ＋0）の除法α÷わについて，小学校第3学年でユークリッドの除

法が取り扱われ，小学校第4学年では商を小数において求めることを学習する。それはユー

クリッドの除法から有理数の世界における演算へと拡張される場面である。といっても，

その除法アルゴリズムは，基本的に，既習のユークリッドの除法の形式をくり返し用いる

に過ぎない。すなわちα÷6（0＜α＜わ）において

　　　先ず，αニわ×0＋乃，0＜偽（ニα）＜わ

　　　0〈1071＜10わカ＞ら1071＝6×（11＋γ2，0≦g1≦9，0≦72＜わ
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　α　　　　　71
　一＝0十　6　　　わ

　　＿0＋91＋72
　　　　　10　10わ

72＋0であれば，0＜1072＜10δから10γ2ニわ×σ2＋73，0≦g2≦9，0≦ん＜6

　号一〇＋毛δ＋毒＋1藷

（なお72－0の場合も‘1072－6×g2＋玲，g2－0，勿3ニ0として上式に含まれ，成り立

つ。）

　この手続きにおける連続する「余り」を7、，7、＋1（2＝1，2，3，……）とおくと

　　　　　　107、≡7、＋1（mod6）

である。これが，商を小数において求める「余り」の特性である。

　したがって，除法1÷6（わは2以上の自然数）についてみれば，「余り」の間に

　　　　　　107ご≡…7z＋1（modわ），71＝1…一………・一……………①

　　　　　　ゆえに，また10』7ん＋1（modδ〉…一9・………・………・・②

　　　　　　すなわち　（10た一7婦）苧0（mod6〉・……・……………・…③

という関係が成り立つ。ただし，々一〇，1，2，3，……．

　1÷7で例示する。

7一　　　　　　●　●　■
　　7
　　30

　　28

　　20

　　14
　　　60

　　　56

　　　40

　　　35

　　　　50

　　　　49

　　　　1

　0．142857一 　（性質①）

　1＝7×0十1

　広

。10＝7×1一ト3
　　　　　　ノノ

レ
。・ 0＝7　×4一ト2

　に

一20＝7　×2十6
　　　　　　，’
ψ

・・ 0＝7×8十4
　　　　　　ノ’
ψ一

・・ 0＝7×5十5

　ψ
・・ 0＝7×7十1

　ψ

。10〒7x1＋3

（性質②）

1二7×0十1

．10二7×1十P3

．100＝7×14十2

．1000二7×142十6

．10000二7×1428十4

．100000＝7×14285十5

　　（性質③）

1－1＝7×0

．10－3二7×1

．102－2二7×14

．103－6＝7×142

．104－4＝7×1428

．105－5＝7×14285

．1600000＝7×142857＋1　．106－1＝7×142857

・10000000〒7×1428571＋3・107－3斎7×1428571

一（7の倍数） 一（商の列）
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（「余り」の系列）
　〆1、＼
3　　　　　5
／　　1
2　　　　　4
＼』6ノ

これを用いて，7の倍数の判定法を求める。

たとえば，8けたの自然数の6漉愈hを考える（この事例で一般性を失わない）。

　　ハr＝α604召倉h＝107‘z十106｛う十105σ十1044十一一一十109十h

　　　一｛（107－3）α＋（106－1）6＋（105－5〉o＋……＋（10－3）9＋（1－1）h｝

　　　　＋｛3α＋6＋56＋44＋6ε＋2∫＋39＋h｝

　　上式の前項は7の倍数である。

　　したがって，後項が7の倍数であれば，Nは7の倍数である。

　　すなわち，Nが7の倍数であるかどうかの判定は

　　　　　　　36z十6十5c十44十62十2∫十3g十h

　　に着目することによって成り立つ。この後項の式は

　　『Nを各位毎に区切り（すなわち，1けた毎に区切り），一の位からの各位の表す数

　　h，g，∫，6，4，0，6，αに対して，1÷7における「余り」の系列1，3，

　　2，6，4，5，1，3，2，……を，この順にそれぞれ対応するものに掛けて加

　　えたもの』であることがわかる。

　　　・一の位からの各位の表す数：　h　g　〆　召　4　6　わ　α
　　　　　　　　　　　　　　　　　91111…I／の積和：

　　　・1÷7における「余り」の系列．1　3　2　6　4　5　1　3

　　　　　　　h十38r十2f十6e十4dl十5c十わ十3α

　　　なお，上式による値が，視察によって7の倍数であるかどうか判定し難いときは，

　　この値に対して上述の原理一すなわち，積和　　をさらに適用すればよいことは

　　言うまでもない。

IV．倍数の判定

1．2の倍数の判定

　　1÷2を求める。 　0．5　　　　　（性質①）

2万マr　・1－2×0＋1

　10
0 ・10＝2×5十〇

　　（性質③）

1－1＝2×0

．10－〇二2×5

0＝2×0十〇 ．102－0＝2×50

（以下0の連続） 103－0＝2×500
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　　　　　　　　　　　（「余り」の系列）：　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ

　　　ハ1ニ｛（107－0〉‘z十（106－0〉δ十（105－0）6十…　一・十（10－0〉g十（1－1）h｝

　　　　　十（0‘z十〇6十〇6十・・・…　十〇g十h｝

　この前項は2の倍数である。

　したがって，後項一っまり，h　　が2の倍数であれば，Nは2の倍数である。

　この式hは，次のように，やはり上述の原理に基づいて導かれたものである。

　　　・一の位からの各位の表す数：　h　g　〆　6　ゴ　o　わ　α
　　　．1÷2にお、ナる「余り」の系　u：11鍋齢｝の積和：

　　　　　　　　h
　なお，この結果は，従来から知られている2の倍数の判定法が，これに一致すること

を示している。

2．3の倍数の判定
　ハ～＝｛107－1）‘z十（106－1）6十（105－1）6十・・一一十（10－1）g十（1－1）h｝

　　　十｛α十∠）十6十〇『十ε十∫十9十h｝

　この式の前項は3つの倍数であるから，後項一

　　　　　　　h十8。十f十c十d十e十6十α

　が3の倍数であれば，Nは3の倍数である。これも

　　『Nを各位毎（1けた毎）に区切り，一の位からの各位の表す数h，g，∫，6，4，

　　6，わ，αに対して，1÷3における「余り」の系列1，1，1，1，1，……を，

　この順にそれぞれ対応するものに掛けて加えたもの』という上述の原理に従って得ら

　れたものである。

　　なぜなら，1÷3において

　　　　　　0．3…
　　　　3万マr一…・一3×・＋・∴・一・一3×・（r余り」の系列）：

　　　　　　　1．．．1。二3×3＋1∴1。一1二3×3　（5

・10＝3×3十1 。．102－1＝3×33

103－1＝3×333

であるからである。

　3の倍数の従来から知られている判定法は，これに一致する。
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3．4の倍数の判定

　　1÷4については次の通りである。

　　　　　　0．25
　　　　　4戸r　（r余り」の系列）：・∴・一・一4×・

　　　　　　　8　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　　　　　10－2＝＝4　×2

　　　　　　　20　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　0　　　0’伊一〇＝4×25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　103－0＝4　×250

　　　ノ〉＝｛107－0）‘z十（106－0）わ十（105－0）o十一・…　十（10－2）g十（1－1）h｝

　　　　　十｛0‘z十〇δ十〇〇十・一…　十〇∫十29十h｝

　　この前項は4の倍数である。したがって，後項一

　　　　　　　h十29

　が4の倍数であれば，Nは4の倍数である。

　　　この場合も，1÷4における「余り」の系列を掛けて加える，という同じ原理に基

　　づいて得られた。

4．5の倍数の判定

　　1÷5における「余り」の系列は，1，0，0，0，0，……である。
　　∴〈rニ｛（107－0）α＋（106－0）δ＋（105－0）6＋……＋（10－0）9＋（1－1〉h｝

　　　　　＋｛h｝

　既述の同じ原理に基づいて得られた後項一

　　　　　　　h

に着目して，これが5の倍数であれば，Nは5の倍数であ。

5．6の倍数の判定

　　1÷6における「余り」の系列は，1，4，4，4，4，……
　　　N一｛（107－4）α＋（106－4）δ＋（105－4）6＋……＋（10－4〉9＋（1－1〉h｝

　　　　　十｛4‘z十46十46十・・・…　十4g十h｝

　　したがって，この場合も，前項が6の倍数であることから，後項一ノ〉を1けた毎に

　　区切り，一の位からの各位の表す数h，g，∫，召，4，c，δ，αに対して，1÷6

　　の「余り」の系列1，4，4，4，4，……を，この順にそれぞれ対応するものに掛

　　けて加えたもの一

　　　　　　　h十48●十4f十4ε十4dl十4c十4わ十4α

が6の倍数であるかどうかを判定すればよい。

6．7の倍数の判定

　既述の通りである。
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7．8の倍数の判定

　　1÷8における「余り」の系列は，1，2，4，0，0，0，0，

　　したがって，1〉に対して

　　　　　　　ゐ十29十4f

が8の倍数であるかどうかを判定すればよいことは明らかである。

8．9の倍数の判定

　　1÷9における「余り」は，1，1，1，1，……

　　したがって，1Vに対して

　　　　　　　h十9十f十ε十d十e十わ十α

が9の倍数であれば，1〉は9の倍数である。

　従来から知られている9の倍数の判定法は，これに一致する。

9．10の倍数の判定

　　これについても同様である。

　　1÷10の「余り」の系列は，1，0，0，0，0，……であるから，ノ〉に対して

　　　　　　　h

　を対象にすればよい。

　　ただし，0≦h≦9であることから，実際にはhニ0のときに限ってNが10の倍数であ

　ることがわかる。

10．11の倍数の判定

　　1÷11における「余り」の系列は11，10，1，10，1，10，……である。

　　　1－1＝11×0，10－10＝11× 0，102－1＝11×9，103－10＝11×90，

　　　104－　1二11×909，　一・・一・一

　　　．八r二｛（107－10）‘z十（106－1）わ十（105一一10）o十・一…　十（10－10）g十（1－1〉h｝

　　　　　十｛10α十わ十106十〇r十106十∫十109十h｝

　　したがって，上式の前項が11の倍数であることから，『一の位からの各位の表す数と，

　　1÷11における「余り」の系列との積和

　　　　　　　h十10g十f十10θ十d十10c十δ十10α

　　が11の倍数であるかどうかを判定すればよい。

　　　なお，11に対する「余り10」については，「余り一1」と考えることができる。した

　　がって，10を掛ける代りに一1を掛けたh－g＋∫一θ＋4－6＋わ一α，すなわち

　　　　　　　（h＋∫＋グ＋ゐ）一（9＋ε＋6＋α）

　　について判定することにすれば，従来から知られている11の倍数の判定法は，これに

　　一致する。

11．12，13，……の倍数の判定

　　これらについても，まったく同様に進めて，上述の同じ原理から判定法を得る。

　　・12の倍数の判定：h＋10g＋41＋4召＋4‘！＋46＋46＋4αが12の倍数．

　　・13の倍数の判定：h＋10g＋9∫＋126＋3ゴ＋40＋6＋10αが13の倍数．

　　●　　■　齢■　●　0　り　0　9　0　0　　0　■　■　■　O　O　O　■　甲　■　■　O　O　■　0　■　9　9　0　0　■　●　●　O●
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　このように，いずれの場合においても，与えられた自然数Nに対して，

　　『その数の一の位からの各位の表す数に対して，1÷わにおける「余り」の系列を，

　　その順にそれぞれ対応するものに掛けて加えたもの（すなわち，積和）』

　　が「わの倍数」であるかどうか，

を判定することによって，Nの6による整除性が判定される。（この積和が，視察によっ

て，わの倍数であるかどうかが判定し難いときは，この値に対して，上の原理をさらに適

用して判定する。）

　これに基づく判定法は，1÷6が割り切れる割り切れないの例外なく，わがどんな自然

数であっでもよく（素数・合成数などに関係なく，10以上の大きな数に対しても），まった

く同一の手続きで一貫して取り扱うことができるという特徴をもっている。小学校第4学

年で学習する除法1÷δにおける「余り」の系列を用いるだけであるから，その手続きも，

理由も，きわめて初等的であり，認識しやすいものである。

V．数の区切り方による倍数判定法の特性一7の倍数の判定を例として一一一

　以上において，107戸7ガ＋1（modの，71＝1　したがって（1併一7々＋1）≡0（mod6）に基づ

く判定法，つまり1けた区切りによる判定法を示した。

　次に，この方法と，一の位から2けた毎に区切る場合，一の位から3げた毎に区切る場

合，……によって判定する方法との関係を調べてみる。

1．一の位から2けた毎に区切る場合：α6io4i2／ig　hi

　N＝砒d礁h－106（10α＋わ）＋104（100＋ゴ）＋102（102＋∫）＋（109＋h）

　　　1÷7における「余り」の系列において，すでに調べたように

　　　1－1，102－2，104－4，106－1，108－2，1010－4，……

　　すなわち，10餉一1，106た＋2－2，106海＋4－4　（ん，＝0，1，2，3，…）1みそ、れぞμ

　　　7の倍数である。

　　　N一｛（106－1）（10α＋わ）＋（104－4）（100＋4）＋（102－2）（106＋∫）＋（1－1）（109＋h）｝

　　　　　十｛（10‘z十6）十4（106十〇～）十2（106十1）十（109十h）｝

　において，前項は7の倍数であるから，後項が7の倍数であれば，ノVは7の倍数であ

　　る。後項は

　『一の位からの各区切り（2けた毎の区切り）の表す数

　に対して，1÷7における「余り」の系列の1からはじ

　めて一つおきの1，2，4，1，2，4，……を，この
順にそれぞれ対応するものに掛けて加えたもの，つまり

　　　　（109十h）十2（106十∫）十4（106十〇r）十（10α十わ）』

である。これを判定の対象にすればよい。

（1÷7の「余り」の系列）

　，’①、・、

、ヲ＼1

②→④　’、　　　　ノプ
　　’』』6一’

2．一の位から3けた毎に区切る場合：召6io46ゾg　hi

　　1÷7において1－1，103－6，106－1，109－6，…

　すなわち，106盈一1，106た＋3－6　（々二〇，1，2，3，……）は，それぞれ7の倍数で

　ある。

　　　N一｛（106－1）（10α＋ゐ）＋（103－6）（1026＋10ゴ＋¢）＋（1－1）（102∫＋109＋h）｝
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　　　＋｛（10α＋δ）＋6（1020＋104＋6）＋（102∫＋109＋h）｝

したがって，

　『一の位からの各区切り（3けた毎の区切り）の表す数

　に対して，1÷7の「余り」の系列の1からはじめて二

つおきの1，6，1，6，……を，この順にそれぞれ対

応するものに掛けて加えたもの，すなわち

　　　（102∫十109十h）十6（1020十1001十ε）十（10α十｛う）』

（1÷7の「余り」の系列）
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が7の倍数であるかどうかを判定することによって，Nの7による整除性が求まる。

　なお，7に対する「余り6」を「余り一1」と考えて，「余り」の系列を1，一1，

1，一1，……として積和を求めれば，従来の知られた判定法がこれに一致することは

明らかである。

3．一の位から4けた毎に区切る場合：αゐ6ゴi召∫g　hi

　　1÷7における「余り」の系列の1からはじめて三つおき

　の1，4，2，1，4，2，・・
　を用いれば，次の値

　　1－1，104－4，108－2，1012－1，1016－4，……

　すなわち，1012勘一1，1012彦＋4－4，1012為＋8－2

　　（ん＝0，1，2，3，…）は7の倍数であるから，

　　　『一の位からの各区切り（4けた毎の区切り）の表す数

（1÷7の「余り」の系列）

　．、①て

ゴ／＼1

②一④　、、　　　　　ガ
　’・：』6ノ

　に，『余り』の上掲の系列を，この順にそれぞれ対応するものに掛けて加えたもの，

　　　（1036十102∫十109十h）十4（103α十102δ十100十〇r）』

を7の倍数であるかどうかの判定に用いればよいことは言うまでもない。

4．一の位から5けた毎，6けた毎，7けた毎，……に区切る場合：

　　これらの場合も，まったく同様に考えることができる。

　一の位からのそれぞれの各区切りの表す数に，

　・5けた毎に区切る場合は，1÷7の「余り」の1からはじめて四つおきの

　　　　　　1，　5，　4，　6，　2，　3，　一・一・

　をこの順に，

　・6けた毎に区切る場合は，「余り」の五つおきの

　　　　　　1，　1，　1，　1，　1，……

　を，

　・7けた毎に区切る場合は，1けた毎に区切る場合と同じ系列であるところの

　　　　　　1，3，2，6，4，5，……
　をこの順に，

　●　　●●o　o■●●●oり■o●o●●●o　o　o　o●60●o●●o●o　o9●●o

それぞれ対応するものに掛けて加えたもの，を判定の対象にすればよい（証明は明らか

であるから省略する）。

　なお，与えられた数の区切り方については，これらに限られるものではない。自由な

いろいろな区切り方が可能であり，それぞれに応じて上述の原理に基づく判定法を与え
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ることができる。

VI．おわりに

　除法1÷わにおける「余り」の系列に着目すれば，わの倍数の判定法のもう一つが考え

られ，このほうがむしろ一貫性があって認識しやすいことを示した。しかも，整理した理

論的説明を極力控えて一つの原理に基づく操作的・アルゴリズム的な立場と帰納的・発展

的な視点から記述した。それは，中学校の生徒のために教材化を図り易くし，また，開発

が急がれている“課題学習”の事例ともなり得ることを想定してのことである。

　整った理論を学習してそれを適用してみる，というのは必要なことであるが，それは受

動的になりがちであり，しかも広がりに乏しい。上でみてきたように，一つの素材を観察

し，いろいろ感じたり・考えたり・思考実験を行ったりすることからはじめて，探求し，

発見し，一歩外に踏み出して予測・推測してみる，そして確かめながら漸進的に図式化し

一般化するという“方法”を自分で味わうことは，より一層大事な数学的な考え　　力強

さと機能性を包合した一を学んでいくことであると考える。

　伝統的な，定式化された静的で概念ばかりの“内容（理論）”の学習　　それはしばしば

モチベーションに欠けるものである　　だけでなく，その以前に（またはそれに並行して）

生徒にとって意味と意義ある“方法”を学習しておくことは，それ自身のためにも，もち

ろん“内容”の理解のためにも必要なことである。
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